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子
ど
も
の
成
長
に
は
お
よ
そ
七
年
ご

と
に
大
き
な
成
長
が
見
ら
れ
ま
す
。第

一
期
の
七
年
は
、子
ど
も
の
誕
生
か
ら

乳
歯
が
永
久
歯
に
生
え
替
わ
る
時
期
を

い
い
、こ
の
時
期
の
子
ど
も
の
特
徴
は

「
す
べ
て
を
ま
ね
る
」周
り
事
象
を
身
体

中
で
知
覚
し
て
模
倣
し
て
い
く
の
で
、

こ
の
時
期
は
身
体
と
五
感
を
育
て
る
こ

と
が
大
切
で
す
。そ
の
こ
と
が
、お
と
な

に
な
っ
て
強
い
意
志
の
源
を
育
て
る
の

で
す
。

そ
し
て
、親
が
子
ど
も
に
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、価
値
観
、

つ
ま
り
も
の
の
考
え
方
で
す
。人
間
は

誰
で
も
失
敗
し
ま
す
。ず
ー
っ
と
う
ま

く
い
く
人
生
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。自
分

が
失
敗
し
た
と
き
、物
事
が
う
ま
く
進

ま
な
い
と
き
、ど
う
捉
え
、ど
う
対
処
し

て
い
く
か
を
子
ど
も
に
伝
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。つ
ま
り
「
生
き
る
」手
本
を

親
が
示
す
の
で
す
。そ
れ
は
、言
葉
で
は

な
く
行
動
に
よ
っ
て
で
す
。私
た
ち
は
、

自
分
が
失
敗
し
た
と
き
、子
ど
も
の
前

で
言
い
訳
を
す
る
こ
と
が
多
い
。ま
た

は
、誰
か
の
せ
い
に
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。本
当
な
ら
自
分
の
不
注
意
や
努

力
不
足
を
反
省
し
て
「
次
は
頑
張
る
」

と
い
う
姿
勢
を
子
ど
も
に
見
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。そ
う
し
な
い
と
、壁
に
ぶ

つ
か
っ
た
と
き
に
言
い
訳
ば
か
り
し

て
、自
分
の
道
を
常
に
探
す
よ
う
な
人

間
に
育
ち
ま
せ
ん
。

さ
て
今
、私
立
幼
稚
園
で
は
、か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
局
面
に
立
た
さ

れ
て
い
ま
す
。

少
子
、高
齢
社
会
の
到
来
、家
庭
や
地

域
社
会
に
お
け
る
教
育
力
の
低
下
、安

全
安
心
の
確
保
等
に
お
け
る
幼
児
教

育
、私
立
幼
稚
園
の
果
た
す
役
割
が
、ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合

会
で
も
、公
益
法
人
制
度
改
革
、免
許
状

更
新
講
習
、こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、何
と
言
っ
て
も
私
学
助
成

の
根
幹
で
あ
る
、経
常
費
補
助
、就
園
奨

励
費
補
助
予
算
確
保
に
向
け
て
（
第
四

階
層
に
つ
い
て
は
六
〇
％
減
の
八
％
補

助
へ
と
著
し
い
減
額
の
概
算
で
す
。こ

の
第
四
階
層
の
補
助
単
価
の
改
善
を
図

る
よ
う
強
く
国
に
働
き
か
け
て
い
ま

す
）こ
の
振
興
活
動
に
向
け
て
、組
織
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

か
つ
て
、小
林
会
長
、安
達
会
長
、佐

保
田
会
長
、三
浦
会
長
は
じ
め
そ
の
執

行
部
の
方
々
が
、組
織
、教
育
研
究
、広

報
活
動
、振
興
活
動
等
を
頑
張
っ
て
、積

み
重
ね
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
現
在

の
私
た
ち
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、も
の
ご
と
が
う
ま
く
い

く
と
い
う
前
提
で
考
え
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。努
力
す
れ
ば
な
ん
と
か

な
る
。果
た
し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か
。人

生
は
う
ま
く
い
か
な
い
ほ
う
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。な
ぜ
な
ら
、地

球
上
に
い
る
六
十
八
億
人
の
人
間
が
そ

れ
ぞ
れ
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ

て
、う
ま
く
い
く
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
、十
億
人
で
あ
ろ
う
が
、一
千
万

人
で
あ
ろ
う
が
同
じ
こ
と
で
す
。う
ま

く
い
か
な
い
か
ら
努
力
し
、う
ま
く
い

か
な
い
か
ら
準
備
す
る
の
で
す
。

未
来
を
生
き
て
い
く
次
世
代
を
継
ぐ

人
々
に
は
、私
た
ち
よ
り
も
苦
労
す
る

こ
と
が
あ
っ
て
も
、私
た
ち
よ
り
も
た

く
ま
し
く
、ね
ば
り
強
く
、未
来
を
生
き

抜
い
て
い
く
力
と
知
恵
を
持
っ
て
欲
し

い
も
の
で
す
。

「
子
ど
も
は
親
の
後
ろ
姿
を
見
て
育

つ
」こ
れ
こ
そ
教
育
の
原
点
で
す
。子
ど

も
た
ち
の
幸
せ
を
願
っ
て
！

（
全
日
私
幼
連
政
策
委
員
長
、
白
山

市
・
ち
よ
の
幼
稚
園
）

視
点
　
次
世
代
に
継
ぐ
大
切
さ

田
中 

辰
実　



2009.12／私幼時報― 2 ―

全
日
私
幼
連
の
会
議

全
日
私
幼
連
の
会
議

全
日
私
幼
連
の
会
議

　
　
平
成
21
年
度 

上
半
期
の
会
務
運
営
状
況
な
ど
報
告

◆
12
・
１
理
事
会

十
二
月
一
日
、
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
に
お
い
て
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
理
事
会
構
成
員
六
十
二
名
中
五
十

七
名
が
出
席
し
、
平
成
二
十
一
年
度
会
務

執
行
中
間
報
告
案
件
を
中
心
に
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
午
前
十
一
時
に
、
安
家
周
一
副

会
長
の
開
会
に
始
ま
り
、
吉
田
敬
岳
会
長

が
喫
緊
の
情
勢
と
課
題
に
つ
き
挨
拶
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
会
議
は
、
議
長
に
中
沢

悦
理
理
事
（
山
梨
）、米
川
晃
理
事
（
広
島
）

が
選
出
さ
れ
、
議
事
録
署
名
人
に
は
、
植

竹
浄
水
理
事（
埼
玉
）、坪
井
久
也
理
事（
香

川
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
、
行
政
報
告
と
し
て
文

部
科
学
省
の
濵
谷
浩
樹
幼
児
教
育
課
長
か

ら
、
平
成
二
十
二
年
度
幼
児
教
育
関
係
予

算
等
の
概
要
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

午
後
に
は
、
文
部
科
学
省
教
職
員
課
の
日

向
信
和
教
員
免
許
企
画
室
長
か
ら
、
教
員

免
許
更
新
制
等
の
状
況
と
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
案
件
、（
一
）
平
成
二
十
二
年
度

幼
児
教
育
関
係
概
算
要
求
に
つ
い
て
は
、

田
中
辰
実
政
策
委
員
長
か
ら
、
特
に
幼
稚

園
就
園
奨
励
費
の
第
四
階
層
部
分
の
減
額

に
つ
い
て
改
善
要
望
を
行
な
っ
て
い
る
報

告
。（
二
）
全
日
私
幼
連
会
務
運
営
報
告

に
つ
い
て
は
、
各
委
員
会
委
員
長
か
ら
執

行
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

ど
も
が
ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
は
、
藤
本
総
務
委
員
長
か
ら
、
ス
タ
ー

ト
の
時
点
で
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
た
等
の

反
省
と
こ
の
運
動
を
広
げ
成
功
さ
せ
た
い

熱
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
各
理
事
か
ら

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
賛
意
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
徹
底
に
は
拙
速
を

避
け
じ
っ
く
り
趣
旨
説
明
の
時
間
も
必
要

と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

（
三
）
全
日
私
幼
連
平
成
二
十
一
年
度

上
半
期
決
算
報
告
、（
四
）
同
監
査
報
告

に
つ
い
て
は
、
原
案
報
告
通
り
で
し
た
。

続
い
て
、
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
の
報

告
案
件
は
、
公
益
法
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

取
り
組
み
が
北
條
泰
雅
副
理
事
長
か
ら
報

告
さ
れ
、
公
益
認
定
を
目
指
し
検
討
を
し

て
い
る
が
、
会
員
構
成
の
問
題
、
公
益
化

を
目
指
す
事
業
内
容
、
ま
た
組
織
構
成
等

も
課
題
に
な
っ
て
お
り
、
時
間
を
か
け
検

討
し
た
い
と
の
報
告
で
し
た
。
ま
た
、
上

半
期
の
事
業
及
び
決
算
内
容
の
報
告
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
北
川
定
行
監
事
か
ら
会
議
所

見
が
述
べ
ら
れ
、
村
山
十
五
副
会
長
の
閉

会
挨
拶
で
終
了
し
ま
し
た
。

 

（
調
査
広
報
委
員
・
坂
本
洋
）

私
幼
時
報
十
月
号
で
す
で
に
ご
案
内

し
て
お
り
ま
す
が
、
㈶
全
日
私
幼
研
究

機
構
で
は
「
よ
う
ち
え
ん
絵
本
大
賞
〜

全
国
の
私
立
幼
稚
園
の
先
生
が
選
ん
だ

絵
本
」を
創
設
し
、実
施
し
て
お
り
ま
す
。

投
票
用
紙
は
す
で
に
全
加
盟
園
に
配

布
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
財
団
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

「
よ
う
ち
え
ん
絵
本
大
賞
」
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。
▼
締
切
：
十
二
月
二
十
日

http://w
w
w
.youchien-kikou.com

/

「
よ
う
ち
え
ん
絵
本
大
賞
」
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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十
一
月
二
十
五
日
、
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
に
お
い
て
常
任
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
二
十
八
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

前
田
邦
光
副
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
吉
田
敬
岳
会
長
が
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
文
部
科
学
省
教
職
員

課
の
日
向
信
和
教
員
免
許
企
画
室
長
か
ら

教
員
免
許
更
新
制
の
状
況
に
つ
い
て
資
料

を
も
と
に
詳
細
な
説
明
・
報
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

議
長
に
香
川
敬
副
会
長
、
村
山
十
五
副

会
長
、
議
事
録
署
名
人
に
は
武
田
正
廣
常

任
理
事
、
藤
田
喜
一
郎
経
営
研
究
委
員
長

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
報
告
案
件
一
：
平
成
二
十
二
年
度
私
立

幼
稚
園
関
係
概
算
要
求
に
つ
い
て
／
田
中

辰
実
政
策
委
員
長
か
ら
資
料
を
も
と
に
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

■
報
告
案
件
二
：
全
日
私
幼
連
会
務
運
営

報
告
に
つ
い
て
／
各
委
員
会
委
員
長
等
か

ら
資
料
を
も
と
に
説
明
・
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

■
報
告
案
件
三
：
全
日
私
幼
連
平
成
二
十

一
年
度
上
半
期
決
算
報
告
に
つ
い
て
／
藤

本
明
弘
総
務
委
員
長
か
ら
、
資
料
を
も
と

に
説
明
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
報
告
案
件
四
：
全
日
私
幼
連
平
成
二
十

一
年
度
上
半
期
監
査
報
告
に
つ
い
て
／
川

畠
教
孝
監
事
よ
り
平
成
二
十
一
年
度
上
半

期
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
報
告
案
件
（
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
）

／
北
條
泰
雅
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
副
理

事
長
か
ら
、
資
料
を
も
と
に
説
明
・
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

北
川
定
行
監
事
か
ら
監
事
所
見
が
あ

り
、
本
常
任
理
事
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

 

（
総
務
委
員
長
・
藤
本
明
弘
）

㈶
私
学
研
修
福
祉
会
で
は
、
平
成
二

十
二
年
度
の
海
外
研
修
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

▼
申
込
資
格
：
現
在
、
私
立
幼
稚
園
の

専
任
教
員
ま
た
は
職
員
で
、
在
職
年
数

が
継
続
し
て
二
年
以
上
の
方
▼
助
成

金
：
助
成
対
象
経
費
の
五
〇
％
以
内
と

し
、
研
修
終
了
後
（
平
成
二
十
二
年
三

月
末
）
の
精
算
と
な
り
ま
す
。
予
算
の

関
係
で
上
限
を
設
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
▼
申
込
締
切
日
：
平
成
二
十
二
年
一

月
十
二
日
必
着
▼
研
修
員
の
決
定
：
委

員
会
で
審
査
の
う
え
、
本
会
理
事
会
に

て
決
定
▼
研
修
成
果
の
報
告
：
研
修
終

了
後
六
十
日
以
内
に
レ
ポ
ー
ト
（
Ａ
４

版
横
書
き
一
万
字
程
度
・
資
料
等
含

む
）
を
提
出

▼
申
込
・
問
合
せ
：
㈶
私
学
研
修
福
祉

会
研
修
事
業
部
、
電
話
：
０
３
―
３
２

２
２
―
１
０
０
６

http://w
w
w
.skf.or.jp/kensyu

　
　

会
務
運
営
の
状
況
な
ど
報
告

◆
11
・
25
常
任
理
事
会

平
成
22
年
度 

海
外
研
修
員
募
集

㈶私学研修福祉会
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十
二
月
九
日
、
午
後
一
時
か
ら
東
京
・

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
お
い
て
全
日
本

私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
河
村
建
夫

会
長
）
の
第
二
十
四
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
ど
も
の
豊
か
な
環
境
を
め
ざ
し
て

〜
こ
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
願
っ
て
」
を
大

会
テ
ー
マ
に
、
全
国
各
地
か
ら
保
護
者
代

表
、
幼
稚
園
関
係
者
な
ど
約
五
百
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
大
会
式
典
は
、
遠
藤
利
明

全
日
私
幼
Ｐ
連
副
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
河
村
建
夫
・
全
日
私
幼
Ｐ
連
会

長
が
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
、
続
い
て
吉
田
敬

岳
全
日
私
幼
連
会
長
が
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま

し
た
。
来
賓
祝
辞
で
は
、
鈴
木
寛
文
部
科

学
副
大
臣
、谷
垣
禎
一
自
由
民
主
党
総
裁
、

中
曽
根
弘
文
自
由
民
主
党
幼
児
教
育
議
員

連
盟
会
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。続

い
て
宣
言
の
採
択
が
行
な
わ
れ
、
井

上
貴
子
全
日
私
幼
Ｐ
連
常
任
委
員
が
宣
言

案
を
読
み
上
げ
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
感
謝
状
贈
呈
で
は
、
昨

年
度
全
日
私
幼
Ｐ
連
の
委
員
を
務
め
、
今

年
度
委
員
を
退
任
さ
れ
た
保
護
者
三
十
人

を
代
表
し
て
茨
城
県
の
後
藤
明
美
さ
ん
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
の
記
念
講
演
で
は
「
セ
イ
ン
の

子
育
て
奮
闘
記
〜
子
供
の
食
育
と
成
長
」

を
テ
ー
マ
に
タ
レ
ン
ト
の
セ
イ
ン
カ
ミ
ュ

さ
ん
に
よ
る
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

山
本
順
三
全
日
私
幼
Ｐ
連
副
会
長
の
閉
会

の
こ
と
ば
で
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
大
会
の
詳
し
い
内
容
に
つ
き

ま
し
て
は
、
来
春
発
行
さ
れ
る
「
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
会
報
」に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

経
営
研
究
委
員
会
で
は
、
平
成
二
十

一
年
度
の
私
立
幼
稚
園
経
営
実
態
調
査

報
告
を
ま
と
め
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
冊
子
で
の
配
布
は
行
な

わ
ず
、
全
日
私
幼
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ら
び
に
全
日
私
幼
連
要
覧
に
掲
載
を

い
た
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載

予
定
は
十
二
月
中
旬
。
要
覧
は
三
月
を

予
定
し
て
お
り
、
都
道
府
県
団
体
事
務

局
を
通
し
て
配
布
い
た
し
ま
す
。

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
園
の
皆

様
に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
経
営
研
究
委
員
長
・
藤
田
喜
一
郎
）

　

私
立
幼
稚
園
経
営
実
態
調
査
報
告
ま
と
ま
る

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

第
24
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
大
会
開
か
れ
る

大

会

テ
ー
マ 

こ
ど
も
の
豊
か
な
環
境
を
め
ざ
し
て　
〜
こ
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
願
っ
て

12月９日
アルカディア
市ヶ谷

全日私幼連
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ニ
ュ
ー
ス
の
ひ
ろ
ば

全
審
連
総
会
開
か
れ
る 

伊勢市 　

十
月
二
十
九
日
・
三
十
日
の
両
日
、
三

重
県
伊
勢
市
に
お
い
て
、
全
国
私
立
学
校

審
議
会
連
合
会
の
第
六
十
四
回
総
会
が
開

催
さ
れ
、
全
国
か
ら
私
立
の
幼
稚
園
、
小

学
校
、
中
学
校
、
高
校
、
専
修
各
種
学
校

関
係
者
と
都
道
府
県
私
学
行
政
担
当
者
ら

約
百
五
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
幼
稚
園

関
連
の
課
題
を
扱
う
第
二
専
門
部
会
の
協

議
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
第
二
専
門
部
会
（
協
議
概
要
）

一
、
幼
稚
園
の
認
可
定
員
の
下
限
に
つ
い

て
本
議
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
幼
稚
園
の

認
可
定
員
の
下
限
等
に
つ
い
て
、
事
前
の

調
査
資
料
と
あ
わ
せ
て
、
各
都
道
府
県
か

ら
そ
の
状
況
を
伺
い
ま
し
た
。

認
定
こ
ど
も
園
を
構
成
す
る
幼
稚
園
に

お
け
る
認
可
定
員
の
下
限
（
十
人
程
度
）

に
つ
い
て
は
、
教
育
・
保
育
上
支
障
が
な

い
か
ど
う
か
が
認
定
基
準
と
な
る
べ
き
と

の
意
見
が
出
さ
れ
、
共
同
的
な
学
び
と
し

て
の
環
境
整
備
、
保
育
内
容
、
財
政
面
等

を
考
慮
し
認
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
共

通
認
識
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
定
員
割
れ
が
一
般
的
な
現
状
の

地
域
で
、
十
人
程
度
の
幼
稚
園
認
可
は
隣

接
園
で
吸
収
で
き
る
た
め
不
要
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

二
、
認
定
こ
ど
も
園
の
進
捗
状
況
等
及
び

課
題
に
つ
い
て

本
議
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
認
定
こ
ど

も
園
の
進
捗
状
況
等
及
び
課
題
に
つ
い

て
、
事
前
の
調
査
資
料
と
あ
わ
せ
て
、
各

都
道
府
県
か
ら
そ
の
状
況
を
伺
い
ま
し
た
。

認
定
こ
ど
も
園
普
及
促
進
の
た
め
に
は

財
政
支
援
が
有
効
と
の
共
通
認
識
を
得
、

永
続
的
な
補
助
体
制
の
観
点
か
ら
条
例
整

備
の
必
要
性
が
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の
普
及
に
つ
い

て
は
、
詳
し
い
制
度
の
情
報
提
供
、
説
明

会
、
個
別
相
談
会
な
ど
の
実
施
に
努
め
て

い
る
と
の
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
待
機
児
童
を
抱
え
て
い
る
地
域
に

お
い
て
は
、
十
名
程
度
の
少
人
数
の
保
育

所
認
可
は
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
な
が
ら

な
い
と
い
う
市
の
見
解
が
示
さ
れ
た
事
例

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

三
、
特
別
支
援
学
校
に
係
る
設
置
認
可
基

準
及
び
連
携
事
業
等
に
つ
い
て

本
議
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
前
の
調

査
資
料
を
も
っ
て
報
告
に
か
え
ま
し
た
。

な
お
、連
携
組
織
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

公
私
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
べ

き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

各
専
門
部
会
共
通
／
私
立
学
校
審
議
会
に

お
け
る
法
令
上
の
諮
問
事
項
以
外
の
議
案

の
審
議
に
つ
い
て

本
議
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
立
学
校

審
議
会
に
お
け
る
法
令
上
の
諮
問
事
項
以

外
の
議
案
の
審
議
に
つ
い
て
、
事
前
の
調

査
資
料
と
あ
わ
せ
て
、
各
都
道
府
県
か
ら

そ
の
状
況
を
伺
い
ま
し
た
。

建
議
（
審
議
）
に
つ
い
て
は
、
私
立
学

校
を
取
り
巻
く
課
題
、
期
待
さ
れ
る
役
割

等
に
鑑
み
、
そ
の
重
要
性
、
必
要
性
に
つ

い
て
共
通
認
識
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
分
園
ま
た
は
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し

て
、
幼
稚
園
名
を
掲
げ
て
設
置
す
る
ケ
ー

ス
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ケ
ー
ス
で

は
審
議
会
の
諮
問
に
あ
が
ら
な
い
の
で
、

私
立
学
校
審
議
会
が
骨
抜
き
に
な
っ
て
し

ま
う
懸
念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
審
議
会
に

小
委
員
会
を
設
け
て
対
応
し
た
事
例
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

 

高
井
大
臣
政
務
官
と
懇
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
私
学
連
合

十
一
月
十
日
、
全
私
学
連
合
（
代
表:

白
井
克
彦
早
稲
田
大
学
総
長
）
は
、東
京
・

私
学
会
館
に
お
い
て
拡
大
会
長
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。

会
議
に
は
、
各
私
学
団
体
の
会
長
を
は

じ
め
、
文
部
科
学
省
の
高
井
美
穂
大
臣
政

務
官
、
河
村
潤
子
私
学
部
長
、
村
田
善
則

私
学
行
政
課
長
、
小
山
竜
司
私
学
助
成
課

長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
河
村
私
学
部
長
か
ら
平
成

二
十
二
年
度
の
予
算
編
成
・
税
制
改
正
等

の
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
続
い

て
各
団
体
が
諸
課
題
に
つ
い
て
意
見
を
述

べ
協
議
を
行
な
い
ま
し
た
。

全
日
私
幼
連
か
ら
は
吉
田
敬
岳
会
長
が

出
席
。
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
の
第
四

階
層
の
大
幅
な
減
額
は
、
対
象
と
な
る
保

護
者
に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
も
の
に
な
る

た
め
、
ぜ
ひ
と
も
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
た

い
と
の
意
見
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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● 12・１理事会資料（文科省・教員免許企画室長資料）
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●資料：園児数別幼稚園数

０は在園児のいない幼稚園
平成 20年５月１日（学校基本調査報告書）
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●文部科学省だより



2009.12／私幼時報― 10 ―

県
内
の
加
盟
園
数
五
百
八
十
三
園
、
約

十
二
万
人
の
園
児
を
抱
え
る
本
連
合
会
は

昨
年
、
設
立
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

還
暦
を
迎
え
た
本
連
合
会
に
と
っ
て
、
こ

の
二
年
間
は
新
た
な
船
出
を
す
る
た
め
の

記
念
と
な
る
節
目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
記
念
事
業
と
し
て
昨
年
七
月
に

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
の
国
立
大
ホ
ー
ル
に
て

六
十
周
年
記
念
の
教
育
研
究
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
四
千
名
を
超
え
る
教

職
員
が
集
い
、
斉
藤
孝
先
生
の
講
演
、
渡

辺
貞
夫
氏
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
と
大
い
に

盛
り
上
が
り
充
実
し
た
会
と
な
り
ま
し

た
。ま
た
、こ
れ
を
機
に
連
合
会
旗
も
作
製

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
五
地
区
十
二
協
会
の

連
帯
・
協
力
を
シ
ン
ボ

ル
に
し
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
記
念
事
業
の

ま
と
め
と
し
て
、
今
年

度
開
港
一
五
〇
周
年
を

迎
え
た
横
浜
の
駅
か
ら

徒
歩
十
分
と
い
う
交
通

の
便
も
良
い
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
地
区
に
、
長

年
の
夢
で
あ
っ
た
自
前
の
会
館
「
か
な
が

わ
よ
う
ち
え
ん
会
館
」を
取
得
し
ま
し
た
。

新
築
五
階
建
て
（
床
面
積
四
七
〇
㎡
）

の
素
晴
ら
し
い
会
館
で
す
。
広
い
フ
ロ
ア

は
県
私
立
幼
稚
園
退
職
基
金
財
団
と
横
浜

市
幼
稚
園
協
会
の
事
務
局
だ
け
で
な
く
、

百
名
以
上
収
容
可
能
な
大
会
議
室
と
三
つ

の
中
・
小
会
議
室
を
有
し
、
加
え
て
子
育

て
相
談
等
の
た
め
の
相
談
室
が
二
室
あ
り

ま
す
。
こ
の
号
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
ピ

カ
ピ
カ
の
会
館
へ
の
移
転
が
完
了
し
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
後
は
、
渡
邉
会
長

以
下
役
員
、
会
員
が
力
を
合
わ
せ
、
子
育

て
相
談
や
各
種
講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
等
県
民
の
子
育
て
支
援
に
寄
与
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
会
館
の
有
効
利
用
を

実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
連
合
会
は
、
新
し
い
会
館
で
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。（
神
奈
川
県
私

立
幼
稚
園
連
合
会
理
事
、
広
報
室
長
、
川

崎
市
・
み
ゆ
き
幼
稚
園
／
鈴
木
伸
司
）

二
十
八
園
か
ら
な
る
本
協
会
は
、
県
の

東
部
、
中
部
、
西
部
の
三
市
に
お
い
て
幼

児
教
育
の
大
切
さ
、
子
育
て
の
楽
し
さ
、

そ
し
て
こ
の
任
を
担
う
幼
稚
園
の
役
割
へ

の
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
、
支
持
、
支
援

を
よ
り
広
く
深
め
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を

毎
年
秋
の
一
日
に
保
護
者
と
力
を
合
わ
せ

実
施
し
て
い
ま
す
。
十
月
下
旬
米
子
市
で

の
レ
イ
ン
ボ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
名
付
け

た
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
で
十
八
回
目
を
数

え
、
市
内
十
園
の
年
長
児
六
百
余
名
を
ホ

ス
ト
に
未
就
園
児
と
保
護
者
約
八
百
名
を

ゲ
ス
ト
と
し
て
、
手
遊
び
、
歌
、
ア
ン
パ

ン
マ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
楽

し
い
交
流
会
と
し
て
開
催
し
、
行
政
は
じ

め
多
く
の
市
民
に
幼
稚
園
の
楽
し
さ
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

レ
イ
ン
ボ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
園

児
を
は
じ
め
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
れ

か
ら
の
人
生
が
七
色
の
虹
の
よ
う
に
ひ
か

り
輝
く
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い

を
込
め
て
名
付
け
た
会
で
す
。
こ
の
会
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
各
園
の
保
護
者

（
Ｐ
）と
園
長
・
年
長
担
当
の
教
員（
Ｔ
）が

毎
月
一
回
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
い

催
し
を
と
の
目
的
意
識
を
共
有
し
て
協

議
・
検
討
を
重
ね
、ま
さ
に
Ｐ
と
Ｔ
と
の
知

恵
の
結
晶
と
い
え
る
企
画
を
も
と
に
設

営
・
運
営
す
べ
て
を
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
の

Ｐ
・
Ｔ
の
役
員
が
各
々
の
役
割
に
心
地
よ

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
こ
の
集
い
を
通
し

て
、
園
の
垣
根
を
越
え
て
Ｐ
と
Ｔ
と
の
連

帯
感
が
一
層
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

全
日
私
幼
連
の
組
織
を
あ
げ
て
取
り
組

む「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
子
ど
も
が
真
ん

中
に
い
る
時
代
こ
そ
本
当
に
明
る
い
、
豊

か
な
社
会
で
あ
り
、
そ
れ
を
作
る
こ
と
が

私
た
ち
現
役
世
代
の
も
っ
と
も
大
き
な
責

務
で
す
。
そ
の
一
翼
を
担
う
私
た
ち
の
役

割
の
重
さ
を
再
認
識
し
、
Ｐ
と
Ｔ
と
の
絆

を
し
っ
か
り
し
た
も
の
に
す
る
こ
と
が
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
目
指
す
も
の
へ
の
大
き
な

推
進
力
と
な
る
と
信
じ
ま
す
。

（
鳥
取
県
私
立
幼
稚
園
協
会
会
長
、
米
子

市
・
西
部
あ
お
ば
幼
稚
園
／
永
瀬
浩
）

長
年
の
夢

　
「
か
な
が
わ
よ
う
ち
え
ん
会
館
」
取
得

　
　

神
奈
川
県
か
ら
の
お
た
よ
り

レ
イ
ン
ボ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

神奈川県メモ
面積：2,415.84㎢
県の鳥：かもめ
県の木：いちょう
県の花：やまゆり

　
　

鳥
取
県
か
ら
の
お
た
よ
り

鳥取県メモ
面積：3,507.26㎢
県花：二十世紀梨の花
県鳥：おしどり
県木：ダイセンキャラボク
県魚：ヒラメ
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事
業
仕
分
け
が
脚
光
を
浴
び
て
い
ま

す
。
手
続
き
や
専
門
性
に
つ
い
て
は
疑
問

も
あ
り
ま
す
が
一
定
の
評
価
が
得
ら
れ
て

い
る
と
も
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
科
学
技

術
振
興
や
教
育
関
係
費
も
「
廃
止
」
が
続

く
現
状
を
見
て
こ
の
国
の
行
く
末
を
憂
う

の
は
小
生
だ
け
で
し
ょ
う
か
◆
天
下
り
を

過
剰
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
て
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
を
あ
お
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て

な
り
ま
せ
ん
。
幅
が
狭
く
近
視
眼
な
政
策

で
は
な
く
、
き
ち
ん
と
し
た
大
局
観
を
も

ち
真
に
国
民
の
利
益
に
資
す
る
政
策
を
期

待
し
た
い
で
す
◆
行
き
過
ぎ
た
グ
ロ
ー
バ

リ
ズ
ム
を
受
け
入
れ
経
済
も
芳
し
く
な
い

時
代
が
続
い
て
い
ま
す
。
諸
外
国
と
の
比

較
・
研
究
も
結
構
で
す
が
、
そ
も
そ
も
生

活
や
文
化
が
違
う
こ
と
は
抑
え
、
公
に
尽

く
す
人
々
に
あ
ふ
れ
た
歴
史
を
振
り
返
り

今
こ
そ
日
本
と
い
う
こ
の
国
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
描
く
と
き
だ
と
思
い
ま
す
◆
日
本
の
近

代
医
学
の
発
展
に
貢
献
を
し
た
ベ
ル
ツ
が

残
し
た
言
葉
「
も
し
日
本
人
が
現
在
ア
メ

リ
カ
の
新
聞
を
読
ん
で
い
て
、
し
か
も
あ

ち
ら
の
す
べ
て
を
真
似
よ
う
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
と
き
は
、
日
本
さ
よ
な
ら

で
あ
る
。」を
心
に
留
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
（
調
査
広
報
委
員
・
榎
本
義
法
）

園
児
が
転
園
す
る
際
に
、
日
本
ス
ポ

ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
災
害
共
済
に
か

か
る
異
動
の
届
出
を
お
忘
れ
な
き
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

所
定
書
式
や
届
出
方
法
な
ど
の
お
問

合
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
独
立
行
政
法

人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
各
支

所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.naash.go.jp/

kyosai/q.htm
l

園
児
の
転
園
の
際
に
ご
確
認
を

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー



2009.12／私幼時報― 12 ―

平成 21年度（第 11 回）　免許状更新講習の認定一覧
●必修領域「教職について省察並びに子どもの変化、教育政策の動向及び学校内外における連携協力についての理解に関する事
　項」に関する免許状更新講習
講 習 の
開 催 地 講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定

番号

香川県
高松市

　「教職についての省察」「子どもの変化について
の理解」「教育政策の動向についての理解」「学校
の内外における連携協力についての理解」の４つ
の事項について、教員に求められる最新の知識・
技能の修得と今日的な教育課題についての理解を
深めることを目指す。

秋田喜代美（東京大学教授）
柴崎正行（東京家政大学家政学部児
童学科教授）
岡健（大妻女子大学家政学部准教授）
田中雅道（財団法人全日本私立幼稚
園幼児教育研究機構副理事長）
安家周一（大阪教育大学幼児教育学
特講１特別講義講師、全日本私立幼
稚園連合会副会長、学校法人あけぼ
の学園理事長）
安達譲（学校法人ひじり学園せんり
ひじり幼稚園園長、 財団法人全日本
私立幼稚園幼児教育研究機構研究研
修副委員長、元大阪薫英女子大学非
常勤講師）
東重満（光塩学園女子短期大学非常
勤講師、札幌国際大学短期大学部非
常勤講師、藤女子大学非常勤講師、
財団法人全日本私立幼稚園幼児教育
研究機構研究研修委員長）
関章信（福島めばえ幼稚園理事長・
園長、元福島大学講師、元福島学院
大学講師）
齊藤善郎（豊橋創造大学短期大学部
非常勤講師、岡崎女子短期大学非常
勤講師、学校法人林丘幼稚園理事
長・園長、財団法人全日本私立幼稚
園幼児教育研究機構研修研究委員）
宮下友美恵（静岡英和学院大学短期
大学部非常勤講師、常葉学園短期大
学非常勤講師、学校法人静岡豊田幼
稚園長、財団法人全日本私立幼稚園
幼児教育研究機構研究研修委員）

12時間 平成22年1月30日～
平成22年 1月31日 30人

平21-
81345-
00913号




